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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 6,678 △0.7 77 △47.1 81 △51.7 35 △61.1

2024年3月期第1四半期 6,729 △2.5 147 △4.9 168 △20.3 90 △30.0

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期　　197百万円 （△45.5％） 2024年3月期第1四半期　　362百万円 （33.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 2.20 ―

2024年3月期第1四半期 5.66 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第1四半期 23,800 17,583 67.3 999.29

2024年3月期 24,960 17,733 64.7 1,007.27

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 16,026百万円 2024年3月期 16,154百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 10.00 ― 19.00 29.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） 10.00 ― 17.00 27.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,200 △2.8 370 △6.6 400 △31.9 220 △32.7 13.72

通期 35,500 2.1 2,150 8.4 2,200 △7.6 1,400 △7.1 87.29

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 16,118,166 株 2024年3月期 16,118,166 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 80,039 株 2024年3月期 80,039 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 16,038,127 株 2024年3月期1Q 16,038,127 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きくことなる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、[添付資料]３ページ「１.経営成績等の概況」をご覧ください。
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自動車関連

卸売事業
物流事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 その他 調整額 連結

売上高

当第１四半期

連結累計期間
4,456 1,739 578 120 32 △248 6,678

前第１四半期

連結累計期間
4,311 1,742 620 127 162 △236 6,729

セグメント利益

又は損失（△）

当第１四半期

連結累計期間
△10 70 △4 5 15 1 77

前第１四半期

連結累計期間
65 75 27 3 △12 △12 147

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、物価高による需要への下押し影響等があるものの、インバウ

ンド需要や設備投資の増加により個人消費も持ち直しつつあり、緩やかに回復しております。一方で為替の動向、ま

たウクライナ・中東等の国際情勢等、今後の事業環境への影響には引き続き注視が必要です。

　当第１四半期連結累計期間は、自動車関連卸売事業における主力のアルミホイールの減少や携帯電話代理店事業の

外部企業への譲渡撤退に伴う売上減等により、売上高は6,678百万円（前年同期比0.7%の減収）と50百万円の減収と

なりました。また、営業利益は77百万円と69百万円の減益、経常利益は81百万円と86百万円の減益、親会社株主に帰

属する四半期純利益は、35百万円と55百万円の減益となりました。

　セグメント別の概況は、次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（自動車関連卸売事業）

　自動車関連卸売事業の売上高は、4,456百万円となり前年同期比145百万円（3.4%）の増収となりました。これ

は、春のタイヤ履き替え需要減により、主力のアルミホイールは販売減になったものの、その他自動車用品等の販

売増によるものです。セグメント利益につきましては、アルミホイールの減少影響が大きく、10百万円の損失とな

り前年同期比76百万円の悪化となりました。

（物流事業）

　物流事業の売上高は、自動車生産の回復で荷動きは堅調となったものの、一部車種の生産停止などの影響もあり

1,739百万円となり前年同期比2百万円（△0.2%）の減収となりました。セグメント利益は70百万円と前年同期比５

百万円(△6.8％)の減益となりました。

（自動車関連小売事業）

　自動車関連小売事業の売上高は、ジェームス店においては浜松志都呂店を５月初旬で閉店を行い３店体制に集約

しましたことと、タイヤをはじめとする自動車用品の販売減少により578百万円となり、前年同期比41百万円

(△6.7%)の減収となりました。セグメント利益は減収の影響を経費低減等でカバーできず、４百万円の損失とな

り、前年同期比31百万円の悪化となりました。

（福祉事業）

　福祉事業の売上高は、運営効率化のために壱番館へ入居者の集約を行ったことにより120百万円と前年同期比７

百万円(△6.0%)の減収となりました。セグメント利益は集約化による経費減少等により５百万円となり、前年同期

比２百万円（52.9%）の増益となりました。

（その他）

　その他売上は、携帯電話代理店事業は外部企業への譲渡撤退による減収が大きく、賃貸事業は増収となったもの

の32百万円となり前年同期比130百万円（△80.3%）の減収となりました。セグメント利益は、不採算の携帯電話代

理店事業からの譲渡撤退により15百万円となり前年同期比28百万円の改善となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産額は23,800百万円となり、前期末に比べて1,160百万円減少しまし

た。主たる要因は、前渡金及びデリバティブ債権は増加しましたが、現預金及び売掛債権が減少したことによるも

のです。

　負債総額は6,217百万円であり、前期末に比べて1,009百万円減少しました。主たる要因は未払法人税等及び買掛

債務の支払によるものです。

　純資産は17,583百万円となり、前期末に比べて150百万円の減少となりました。主たる要因は繰延ヘッジ損益は

増加しましたが、期末配当金の支払等により利益剰余金が減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、当第１四半期における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、2024年

５月10日付当社「2024年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表いたしました2025年３月期の第２四半期

累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,582,276 6,690,537

受取手形及び売掛金 3,617,463 3,112,636

電子記録債権 345,048 204,893

商品 3,787,792 3,798,792

仕掛品 276,487 266,697

原材料及び貯蔵品 96,478 87,958

デリバティブ債権 59,970 258,941

前渡金 48,179 338,588

その他 312,061 301,922

貸倒引当金 △1,494 △1,250

流動資産合計 16,124,265 15,059,717

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,758,921 7,795,794

減価償却累計額 △4,657,444 △4,739,411

建物及び構築物（純額） 3,101,477 3,056,383

土地 3,357,656 3,357,656

その他 1,585,389 1,562,840

減価償却累計額 △1,210,678 △1,197,140

その他（純額） 374,710 365,699

有形固定資産合計 6,833,843 6,779,739

無形固定資産

のれん 48,664 44,078

その他 145,021 141,789

無形固定資産合計 193,686 185,868

投資その他の資産

投資有価証券 546,388 544,308

繰延税金資産 560,282 527,780

退職給付に係る資産 63,348 67,495

長期未収入金 59,183 58,973

その他 642,270 638,882

貸倒引当金 △62,534 △62,532

投資その他の資産合計 1,808,939 1,774,908

固定資産合計 8,836,469 8,740,516

資産合計 24,960,734 23,800,234

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,597,483 2,321,348

短期借入金 277,440 267,440

未払法人税等 597,870 58,629

賞与引当金 244,319 271,141

役員賞与引当金 61,500 17,525

その他 1,020,638 962,398

流動負債合計 4,799,251 3,898,483

固定負債

長期借入金 1,321,680 1,288,320

修繕引当金 82,960 84,460

退職給付に係る負債 235,118 223,723

役員退職慰労引当金 142,045 90,616

資産除去債務 217,577 218,013

その他 428,159 413,614

固定負債合計 2,427,541 2,318,747

負債合計 7,226,792 6,217,230

純資産の部

株主資本

資本金 852,750 852,750

資本剰余金 845,913 845,913

利益剰余金 14,174,354 13,904,937

自己株式 △47,781 △47,781

株主資本合計 15,825,236 15,555,819

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 251,410 249,384

繰延ヘッジ損益 41,607 179,653

為替換算調整勘定 36,496 41,816

その他の包括利益累計額合計 329,514 470,854

非支配株主持分 1,579,189 1,556,330

純資産合計 17,733,941 17,583,003

負債純資産合計 24,960,734 23,800,234
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 6,729,032 6,678,822

売上原価 5,325,888 5,376,246

売上総利益 1,403,144 1,302,576

販売費及び一般管理費 1,256,140 1,224,767

営業利益 147,003 77,808

営業外収益

受取利息 120 117

受取配当金 7,129 10,066

為替差益 16,855 －

保険解約返戻金 576 847

その他 6,065 3,494

営業外収益合計 30,747 14,526

営業外費用

支払利息 1,269 1,150

為替差損 － 216

支払補償費 6,732 907

その他 1,700 8,911

営業外費用合計 9,702 11,186

経常利益 168,048 81,148

税金等調整前四半期純利益 168,048 81,148

法人税、住民税及び事業税 65,564 52,560

法人税等調整額 △7,589 △27,571

法人税等合計 57,975 24,988

四半期純利益 110,073 56,159

非支配株主に帰属する四半期純利益 19,345 20,852

親会社株主に帰属する四半期純利益 90,727 35,306

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 6 -

㈱ウェッズ(7551)　2025年3月期　第１四半期決算短信



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 110,073 56,159

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 21,884 △1,936

繰延ヘッジ損益 229,305 138,046

為替換算調整勘定 1,139 5,319

その他の包括利益合計 252,329 141,429

四半期包括利益 362,403 197,588

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 342,996 176,645

非支配株主に係る四半期包括利益 19,407 20,942

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３自動車関連

卸売事業
物流事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
4,215,898 1,603,225 619,325 127,774 6,566,223 162,808 6,729,032 － 6,729,032

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

95,290 139,434 1,320 － 236,044 － 236,044 △236,044 －

計 4,311,189 1,742,659 620,645 127,774 6,802,268 162,808 6,965,077 △236,044 6,729,032

セグメント利

益又は損失

（△）

65,569 75,573 27,048 3,876 172,067 △12,900 159,167 △12,163 147,003

（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３自動車関連

卸売事業
物流事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
4,350,349 1,600,628 575,645 120,140 6,646,765 32,057 6,678,822 － 6,678,822

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

106,208 139,135 3,311 － 248,655 － 248,655 △248,655 －

計 4,456,558 1,739,764 578,957 120,140 6,895,420 32,057 6,927,478 △248,655 6,678,822

セグメント利

益又は損失

（△）

△10,856 70,396 △4,431 5,926 61,035 15,489 76,524 1,283 77,808

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、携帯電話代理店事業、賃

貸事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額12,163千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日　至2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に賃貸事業でありま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額1,283千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 87,977千円 89,432千円

のれんの償却額 4,585 4,585

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年７月26日

株式会社ウェッズ

取締役会　御中

シンシア監査法人

東京都千代田区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 瀧口　英明

指定社員
業務執行社員

公認会計士 長田　洋和

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ウェッズの2024年４月１日から2025年３月31

日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期

間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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